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EDiSON(PREIN)を活⽤した防災DXの実現
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INSPIRATION PLUSについて
「地域に社会にヒラメキを。」を理念に、先端技術の社会

実装を⽬指し、AI・IoT・ビッグデータ・衛星データ等の技術
を活⽤した地域社会の課題の解決を⾏っております。
主に、2018年より⼤分⼤学と⺠間企業で防災DXの研究を推進、

研究から⽣まれた防災情報活⽤プラットフォーム（EDiSON／
PREIN）をご提供しています。

株式会社INSPITATIONPLUS
代表取締役︓⼭本 ⻯伸

設⽴ ︓2022年7⽉
資本⾦ ︓4,500万円
Mail ︓info@inspiration-plus.com
URL ︓https://inspiration-plus.com/
※2024年2⽉に⼤分⼤学発ベンチャー企業として認可を受ける

先端技術活⽤

防災デジタルプラットフォーム「PREIN」

・研究開発・製品開発
・販売
・運⽤

⼈材育成 仕組みの提供

防災×IT⼈材の育成

・⾃治体 / 企業向け防災デジタル活⽤
⼈材育成

・STEAM防災教育

防災×IT運⽤標準化コンサルティング

・⾃治体防災組織向けデジタル活⽤
・企業向けBCP
・テンプレート化や標準化

テクノロジーを活⽤した防災の⾼度化と市場の創造

https://inspiration-plus.com/
https://inspiration-plus.com/
https://inspiration-plus.com/
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開発経緯︓2018年耶⾺溪町⾦吉地区⼭地崩壊

2018年
⼤分県中津市で⺠家4軒を巻き込む⼟砂災害が発⽣
200メートルにわたって急斜⾯が⼤きく崩落する
無降⾬⼭地崩壊が発⽣し、⾏⽅不明者が存在していた

現場には⾃衛隊、警察、消防関係者が
数百名かけつけていたが救助活動が
困難な状況であった。

⼟砂災害の原因が不明で
⼆次災害の危険があった

・災害時に必要とされる多種多様なデータは多様な組織 が管理し
情報の統合化・共有化が図れていなかった

・データを分析・活⽤する仕組みが存在していない
・ドローンやAIなど先端技術で得られる情報を活⽤する仕組みが

存在していないこと

2018年 ⼤分県で産学連携
防災・減災のための災害情報活⽤
プラットフォームの研究を開始

⾒えてきた課題感

調査データは多様な組織に分散し集約が
難しくデータ形式もバラバラだった。
またデータを分析・活⽤する仕組みは
存在していなかった
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EDiSON（PREIN）概要
Solution 災害対策に必要なデータを統合、AI・空間解析を⾏い、早期警戒や情報活⽤の⾼度化を実現

様々な組織に分散している
多種多様なデータ

中央官庁

ドローン情報共有 / 3D分析

インテリジェント・ダッシュボード

SAP HANA

⺠間企業 地⽅⾃治体 研究機関

多種多様な静的データ・リアルタイムデータを集約

AI・空間解析によ
るデータ分析

気象 ⽔位 ドローン ⼈⼝ 国⼟

データ蓄積
シミュレーション

被災リスク可視化
意思決定・BCP・訓練教育で活⽤ 災害情報アーカイブ

災害リスクシミュレーション

災害リスク評価

事前予防・防災教育 災害対応⽀援 対応・復旧・復興⽀援

APIによるシステム連携分析資料

分析 分析

活⽤

集約

防災業務・災害対応を⾼度化を実現、勘と経験に頼らない業務効率向上と最適な災害対応業務の⽀援

⽣成AI業務⽀援リアルタイム
アラート
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災害対策の⾼度化を⽬的としたプラットフォーム

既存の防災システム
発災情報の登録や避難指⽰など
初動から復旧までをサポート

特徴
・最新データを管理
・発⽣ベースの情報⼊⼒

※部局をまたがる複数のシステムからデータ連携が可能

⾃動連携可能

事前準備機能や情報共有
機能の追加

・地域のデータや⾬量・⽔位などの情報を統合
してリスクの可視化や意識決定をサポート
・ドローン・衛星などの情報から発災状況を把握
して迅速な初動をサポート

特徴
・災害対策の⾼度化 /⾃治体DX
データやテクノロジーを使った事前準備⽀援
ドローン・衛星・カメラなどの情報共有

・地域のデータ活⽤ / 地域防災⼒の向上
⾃治体や⺠間が保有するデータを活⽤

7

ご利⽤中の防災システムに情報系システムを加えて災害対策を⾼度化



衛星データの災害時活⽤について
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被災状況調査の過去災害事例および現状
⼤規模災害発⽣時に市町村が⾏う対応は、家屋被害などの⼈的被害の把握にとどまらず、道路・河川などの公共⼟⽊施設を含めた被害状況を、迅速かつ広範囲に
把握することが求められています。
こうした状況の中、能登半島地震においては、衛星データやドローンを活⽤した被災状況調査が、初動対応において有効な⼿段の⼀つとして注⽬されています。
⼀⽅で、これらの⼿法を現場での意思決定や対応に結びつけるためには、運⽤⾯で整理すべき点があるのではないかと考えられます。

⼤規模災害時に市町村が⾏う対応の現状

国⼟交通省 市町村における災害復旧対応の現状と課題より抜粋 国⼟交通省 R６年能登半島地震を踏まえた有効な新技術及び ⽅策について 別添資料より抜粋

令和6年能登半島地震を踏まえた有効な新技術及び⽅策について
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災害発⽣時の被災状況調査における課題

現状の課題

①住⺠通報対応に時間を割かれるため、迅速な被災状況把握が
困難

②現地確認に⼈的コストがかかる/現状把握後に再確認が必要に
なる

③住⺠通報ベースの現地確認のため、⼭奥の状況把握ができず
放置される

⑤防災と⼟⽊、それぞれの観点で収集した情報が⼗分に共有さ
れておらず、同⼀箇所を重複して調査するケースあり

解決案

①②③④被災状況の把握を⾃動化・迅速化
・衛星データを⽤いて、発災前後の変化を⾃動で可視化
・⾃治体所有施設等を重ね合わせることで、施設が被災している可能性

を把握可能
・職員が⽴ち⼊れない箇所や、⼭奥の状況把握も可能
・被災状況調査の優先順位や調査箇所のリスト作成が可能

⑤関係機関との情報共有を効率化

情報共有ツールを共通化し、共有された内容をダッシュボードで可視化
することで、より迅速かつ効率的な対応に繋げる

衛星データを活⽤することで、被害状況把握や災害復旧の迅速化・効率化が可能

期待される効果

④衛星データの解析/判読が困難
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衛星を活⽤した被害把握について

発災時

現状

衛星
活用

住民

市

県

通報

通報対応 現地確認
集計表内容を基に
Excel・GISに入力 報告書の送付

報告書の確認

確認結果を
集計表へ記載し共有

衛星/
EDiSON

住民

市

通報

通報対応
現地確認

/確認結果をシステムに音声登録
報告書の

ダウンロード/送付

報告書の確認県

衛星撮影
変化箇所の
可視化

現地確認の
優先順位付け

確認結果の可視化
システム連携

Excelの報告書自動作成

現地確認の
優先順位付け

現地確認場所
を確認

• 被害状況の調査に関する業務を⾃動化・システム化し職員の負担軽減・業務効率化の実現を⽬指す

• 衛星を活⽤することで広域での状況把握が可能

被災状況把握の⾃動化・迅速化・・・
通報を起点とした被災状況把握から、衛星撮影を活⽤した被災状況把握へ

情報共有の効率化・・・
⼿⼊⼒中⼼の情報共有から、⾳声⼊⼒を活⽤した⾃動連携・⾃動報告による効率化へ
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過去の衛星データ調査事例
令和6年台⾵10号では、⼤分県北部をはじめ多くの市町村で降⾬による被害が発⽣しました。
災害前後の衛星データを分析し変化箇所を被害想定箇所として抽出。⼤分県に報告されている被害情報と⽐較し、複数箇所で⼀致が確認されました。
また、由布市の由布岳PAでは、衛星データやドローンを⽤いた被災状況調査が実施されており、現地調査を補完する⼿段として活⽤できると考えられます。

衛星分析結果(⼤分県全域)

由布岳PA付近の解析結果

衛星で被害の可能性がある
箇所で⼟砂崩れ発⽣
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